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大平原の小さな町で学んだくらしと農業

生物環境安全部組換え体チーム 吉村 泰幸

OECD（経済協力開発機構）共同研究プログラ

ムのフェローシップ制度により2005年4月から10

月までの半年間、カナダ、サスカチュワン州の

Saskatoon Research Centre（SRC、写真１）で研

究する機会を得ました。この制度は、OECD食糧

写真１

・農業・水産業局が国際協力や国際ネットワーク

の促進のために行っている制度で、このプログラ

ムに参加している26カ国の一つで最長で半年間在

外研究でき、旅費、滞在費を援助してもらえます。

私は、カナダの遺伝子組換えナタネの遺伝子流動

や除草剤耐性雑草の研究で知られる H. Beckie博

士（写真2右）と共同研究を実施しました。彼は

私の研究に様々なアドバイスをくれるだけでな

く、家に招待してくれたり、祖父の代から続いて

いる農場で、自分の家の歴史や農業機械を見せて

くれたりと、気さくにそして親身になって接して

くれました。いままで論文で名前しか知らない人

がこんなにも身近な存在になるなんて訪問前には

思いも寄らないことでした。

私が所属したカナダ農業食料省の SRC は、ス

カチュワン大学の構内にあります。大学は町を横

切る南サスカチュワン川（写真3）の川沿いにあ

り、その河川敷は多くの市民がジョギング、散歩

する自然にあふれる美しい場所で、ホワイトペリ

写真２

カンなどの野生の鳥やプレーリードックの仲間を

見ることができます。SRC は約80人の研究者を

ふくむ約400人の職員が働く研究所で、ガラス温

室やグロースチャンバー施設も十分に備え、ナタ

ネの育種、バイオディーゼルなど主にナタネの研

究を行っています。施設は新しく、明るい雰囲気

ですが、なにより、そこで研究をしている人々が

はつらつと楽しそうに実験、議論している様子が

印象的でした。また、日本人より仕事と家族サー

ビスのバランスをうまく取っているようにも見え

ました。
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町の外は地平線まで広がるまっ平らなプレーリ

ーと呼ばれる大平原がひろがります。牧草地には

牛、馬、羊、バッファローなどが放し飼いにされ、

平和そうに草を食べていて、時間がゆっくり流れ

ています。夏の大平原は緑と黄色と水色の四角い

畑で色分けされており、一種のデザインのようで

す。緑は小麦、黄色はナタネの花（写真4）、水色

は亜麻の花の色です。カナダは、アメリカ、アル

ゼンチンについで世界で3番目に遺伝子組換え作

物の栽培が多い国で、1995年に遺伝子組換え作物

が商業栽培されはじめてちょうど10年が経ちまし

た。この黄色いナタネ畑の80%以上は遺伝子組換

えナタネで占められています（突然変異育種でつ

くられた品種を含めると除草剤耐性ナタネは95%

以上）。大規模な畑やその中で稼動している巨大

トラクターを見ていると、除草が容易に行える除

草剤耐性ナタネの導入は農家にとって至極、当た

り前のことであるように思えます。

日本はカナダにとって2番目の農産物輸出相手

国です。日本に輸入されるナタネの約90％はカナ

ダから輸入され、サラダ油やマーガリンなどに利

用されています。私の研究はナタネがカナダから

日本に輸出される際の輸送経路においてこぼれ落

ちた種子が、その生産地域や輸出港にどのように

分布しているか、また、ナタネ間で遺伝子の流動

が起こっていないかを調べるものでした。

私が住んだサスカトゥーンは北緯52度に位置

し、北海道の北の樺太半島の緯度と同程度です。

夏は朝5時くらいから夜10時くらいまで明るく、

頭でわかっていても違和感がありました。留学し

た時期は春から秋の半年間だったので、さわやか

で快適に過ごせましたが、冬はマイナス50度にも

なることがあり、生活するには過酷な環境です。

ホームステイ先のホストファーザーは「気候は厳

しいがそこに住む人のこころは暖かいんだ」とに

こやかに話してくれました。カナダ人の寛容さ、

人の良さはヨーロッパから移り住んだ多く人々

が、厳しい寒さの未開の地で、助けあい、辛抱づ

よく生き抜いてきた結果、獲得した性格なのかも

しれません。

私にとってこの初めての長期滞在で、研究と

いう面だけでなくカナダの人々が何を食べ、何を

見て、何を考えて生活しているのかを身をもって

知ることができました。そして、自分のこれまで

の生活、価値観を見直すよい機会となりました。

ホームステイが縁でできた友達とは、現在もメー

ルのやりとりが続いています。

最後に、今回の在外研究に際し、多大なご支援、

ご協力をしていただいた関係諸氏に対し、この場

をお借りして厚くお礼申し上げます。

写真４


